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第　　　　　　　    号

　先
せん
だって、読

どく
者
しゃ
からたいへんな手

て
紙
がみ
をもらった。「わた

しはしょうらいさっかになりたいのでどうしたらさっか

になれるかおしえてください」。差
さし
出
だし
人
にん
は、たま子

こ
ちゃん

という小
しょう
学
がく
二
に
年
ねん
生
せい
。

　その質
しつ
問
もん
に、しばらくうろたえてから、アーネスト・

ヘミングウェイの言
こと
葉
ば
を思

おも
い出

だ
した。「いいものを書

か
くの

に欠
か
かせないのは、嘘

うそ
を見

み
破
やぶ
る能

のう
力
りょく
だ。どんな衝

しょう
撃
げき
にも

耐
た
え得

う
る完

かん
全
ぜん
内
ない
蔵
ぞう
型
がた
の嘘

うそ
発
はっ
見
けん
器
き
。偉

い
大
だい
な作

さっ
家
か
はみなそれ

を備
そな
えていた。創

そう
作
さく
のレーダーとして機

き
能
のう
するのだ」―― 

改
あらた
めて調

しら
べると、ヘミングウェイがノーベル文

ぶん
学
がく
賞
しょう
を受

じゅ

賞
しょう
した四

よ
年
ねん
後
ご
、1958 年

ねん
にインタビューで語

かた
ったものだっ

た。

　答
こた
えになるかどうか……。考

かんが
えれば考

かんが
えるほど、たま

子
こ
ちゃんへの返

へん
事
じ
よりも、自

みずか
らのちっぽけな「完

かん
全
ぜん
内
ない
蔵
ぞう

型
がた
嘘
うそ
発
はっ
見
けん
器
き
」が気

き
になってくる。「どんな衝

しょう
撃
げき
にも耐

た
え得

う

る」状
じょう
態
たい
だろうか……これからどんな衝

しょう
撃
げき
で試

ため
されるこ

とになるのか……。ただ、ひとついえるのは、日
に
本
ほん
語
ご
を

覚
おぼ
えたことで、ぼくの嘘

うそ
発
はっ
見
けん
器
き
の微

び
々
び
たる性

せい
能
のう
が、少

すこ
し

高
たか
められたと思

おも
うことだ。

　言
げん
語
ご
というのは、伝

でん
達
たつ
の道

どう
具
ぐ
であると同

どう
時
じ
に、世

せ
界
かい
を

見
み
るレンズの役

やく
割
わり
も果

は
たす。英

えい
語
ご
の中

なか
で生

う
まれ育

そだ
った者

もの

が、「英
えい
語
ご
眼
めがね
鏡」を通

とお
して世

せ
界
かい
を眺

なが
め、日

に
本
ほん
語
ご
が母

ぼ
語
ご
の者

もの

は「日
に
本
ほん
語
ご
眼
めがね
鏡」をかけて、世

せ
界
かい
を見

み
回
まわ
している。だが、

母
ぼ
語
ご
以
い
外
がい
のもうひとつの言

げん
語
ご
を身

み
につければ、眼

めがね
鏡のか

け替
か
えが可

か
能
のう
になるのだ。　

　例
たと
えば、イラク戦

せん
争
そう
の動

うご
きを、英

えい
語
ご
眼
めがね
鏡でずっと見

み
て

いると、悪
あく
役
やく
として“the insurgency”がたびたび登

とう
場
じょう
する。

眼
めがね
鏡をかけ替

か
えて、日

に
本
ほん
語
ご
を通

とお
して見

み
れば、それが「武

ぶ

装
そう
勢
せい
力
りょく
」という存

そん
在
ざい
に変

か
わる。二

ふた
つの名

めい
称
しょう
は似

に
てはいるが、

どこか微
び
妙
みょう
にずれてもいて、英

えい
語
ご
のほうが「反

はん
乱
らん
の暴

ぼう
徒
と
」

といった具
ぐ
合
あい
に、強

つよ
く否

ひ
定
てい
しようとする意

い
図
と
が感

かん
じられ

る。そのちょっとの差
さ
から出

しゅっ
発
ぱつ
して、掘

ほ
り下

さ
げていくと、

大
おお
きな嘘

うそ
の発

はっ
見
けん
につながる。今

いま
のイラクで起

お
こっている

運
うん
動
どう
は“insurgency”でも「武

ぶ
装
そう
勢
せい
力
りょく
」でもない。フラ

ンス語
ご
に由

ゆ
来
らい
する片

かた
仮
か
名
な
語
ご
の「レジスタンス」で呼

よ
ばな

ければおかしい。

　作
さっ
家
か
は結

けっ
局
きょく
、言

こと
葉
ば
選
えら
びという作

さ
業
ぎょう
に人

じん
生
せい
のかなりの部

ぶ

分
ぶん
を費

つい
やすことになる。嘘

うそ
を見

み
破
やぶ
ってないと、真

しん
実
じつ
を表

あらわ

すのにどの言
こと
葉
ば
が役

やく
立
だ
つか、選

えら
びようがないのだ。もち

ろん「嘘
うそ
発
はっ
見
けん
器
き
」は、作

さっ
家
か
に限

かぎ
らず、どんな立

たち
場
ば
の人

にん
間
げん

にも欠
か
かせないものだが。

1

嘘
うそ
発
はっ
見
けん
器
き

アーサー・ビナード

（詩
し
人
じん
）
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アーサー・ビナード〈Arthur Binard〉

1967 年、米国ミシガン州生まれ。コルゲート大学英米文学部卒。
漢字に魅せられ、90 年に来日、翻訳や日本語で詩作を始める。
第一詩集『釣り上げては』で中原中也賞受賞。エッセイ集に
『日本語ぽこりぽこり』（講談社エッセイ賞受賞）『空からやっ
てきた魚』、絵本に『くうきのかお』、翻訳絵本には『ダンデ
ライオン』『どんなきぶん？』『カーロ、せかいをよむ』『The 
Family of Fourteen』等。毎週木曜日、朝日新聞の夕刊に「日々
の非常口」を連載。ラジオ・パーソナリティーとしても活躍。

表紙エッセイストプロフィール

　今号の巻頭エッセイには、詩人のアーサー･ビナード氏に登場

いただきました。ビナード氏は、日本人なら何気なく見過ごして

しまうような言葉のやりとりや言い回しなどを、鋭い感性と観察

力ですくい上げて、日本語で表現して見せてくれます。今回の「嘘

発見器」も、母国語のほかに、もうひとつの言語をとことん勉強

した人だからこその視点で、ユーモアたっぷりに書き綴っていた

だきました。

　「にほんごハローワーク」では、桝一市村酒造場取締役で　酒

師のセーラ･マリ･カミングス氏にインタビューしました。セーラ

氏のバイタリティ溢れる活動は記事でも紹介されていますが、ビ

ナード氏とセーラ氏に共通するのは、日本語に対する飽くなき探

究心から、どんどん表現と活動の幅を広げていらっしゃることで

す。こんな風に外国語を学び、表現できるようになれたらいいな、

と刺激されます。ぜひ、お二人の世界に触れてみてください。

　『日本語教育通信』では、第 13 号（1993 年）から毎号、日本

の各界でご活躍の方々に、表紙を飾るエッセイをいただいてきま

したが、このシリーズは今 54 号で最後です。次号からは、徐々

に編集・発行の中心をウェブサイトに移し、｢にほんごハローワ

ーク ｣もウェブサイトのみの記事になります。日本語教育に役立

つ新しいコーナーも始めますので、どうぞお楽しみに。 （MI）

多様化するブラジルの日本語教育
－国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室の取り組みを中心に－
　三浦　多佳史（サンパウロ日本文化センター客員講師）

■ 海外日本語教育レポート 第 11 回

料理のレシピ
■ 授業に役立つホームページ 第 13 回

編集部から

アンケートのお願い
この号から 3回にわたり、『日本語教育通信』継続送付に関するアンケートを同封します。これからも続けて『通信』の
郵送を希望される方は、必ずこのアンケートに記入して返送するか、あるいは以下のアドレスから回答してください。
http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/publish/tsushin/index.html
2006年12月31日までにご回答がない場合は、ウェブサイト閲覧のご利用のみと理解し、ニューズレターの送付を停止します。

なにとぞ、ご協力をお願いします。

http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/publish/tsushin/index.html
http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/publish/tsushin/index.html


z

3

「公
こう
務
む
員
いん
日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
」に参

さん
加
か
しているガリナさんは、リトアニアの検

けん
察
さつ
庁
ちょう
（the 

Public Prosecutor’s Office）で通
つう
訳
やく
･翻
ほん
訳
やく
の仕

し
事
ごと
をしています。東

とう
京
きょう
の検

けん
察
さつ
庁
ちょう
を訪

ほう
問
もん

して、検
けん
事
じ
（a public prosecutor）と話

はな
したり、そこでの仕

し
事
ごと
を体

たい
験
けん
してみました。

Nippon Report
The Public Prosecutor’s Office in Japan

Nipponリポート
このコーナーでは、関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
している

研
けん
修
しゅう
生
せい
が研

けん
修
しゅう
を通

とお
して発

はっ
見
けん
したNipponについてリポートします。

第
だい
４回

かい

検
けん
察
さつ
庁
ちょう
の

仕
し
事
ごと
体
たい
験
けん

KC研
けん
修
しゅう
生
せい
の

（関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター）

t 検
けん
察
さつ
庁
ちょう
の前

まえ
で、検

けん
事
じ
と立

たち
会
あい
事
じ
務
む
官
かん
（a public prosecutor's assistant officer）といっしょに。

▽ 検
けん
察
さつ
庁
ちょう
についてもっと知

し
りたい人

ひと
は下

した
のURLを見

み
てください。

　 検
けん
察
さつ
庁
ちょう
チャイルドページ http://www.kensatsu.go.jp/

　 検
けん
察
さつ
協
きょう
会
かい
ホームページ  http://www.kensatsu-kyoukai.gr.jp/

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：和
いずみもと
泉元千

ち
春
はる
、品
しな
川
がわ
直
なお
美
み
（関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
員
いん
）、リポーター：ガリナ・シュシケヴェチエネ（リトアニア）

【日
に
本
ほん
の検

けん
察
さつ
官
かん
はどんな仕

し
事
ごと
をしますか】

私
わたし
が犯

はん
人
にん
の役

やく
になって、検

けん
事
じ
の仕

し
事
ごと
をシミュレーションしてもらいました。

　

① 事
じ
件
けん
がおきると警

けい
察
さつ
が犯

はん
人
にん
を捕

つか

まえる。

警
けい
　察

さつ
検
けん
察
さつ
庁
ちょう 裁

さい
判
ばん
所
しょ

② 検
けん
察
さつ
庁
ちょう
で調

しら
べて、裁

さい
判
ばん
をするか

どうかを決
き
める。

③裁
さい
判
ばん
をする。

① 検
けん
事
じ
が犯

はん
人
にん
にいろいろな質

しつ
問
もん
をします。 ② 立

たち
会
あい
事
じ
務
む
官
かん
が質

しつ
問
もん
の記

き
録
ろく
をとります。 ③ 犯

はん
人
にん
が記

き
録
ろく
を読

よ
んで、サインします。

日
に
本
ほん
では、指

し
紋
もん
（a fingerprint）を

サインのかわりに使
つか
うことがあるの

ですね。びっくりしました。

私
わたし
は、検

けん
事
じ
の通

つう
訳
やく
をする仕

し
事
ごと
をして

いますが、日
に
本
ほん
ではそのような仕

し
事
ごと

はないそうです。

日
に
本
ほん
の検

けん
察
さつ
庁
ちょう
には、フルタイムの通

つう
訳
やく
・翻

ほん
訳
やく
者
しゃ
がいないことにおどろきました。

リトアニアはいろいろな民
みん
族
ぞく
がいっしょに生

せい
活
かつ
しているので、通

つう
訳
やく
・翻

ほん
訳
やく
者
しゃ
が

必
かなら
ずいなければなりません。今

こん
回
かい
の体

たい
験
けん
で、私

わたし
の国

くに
と日

に
本
ほん
のちがいを発

はっ
見
けん
する

ことができました。

http://www.kensatsu.go.jp/
http://www.kensatsu-kyoukai.gr.jp/
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　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターでは、2002 年

ねん
に発

はっ
行
こう
した『中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
向
む
け初

しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
素
そ
材
ざい
集
しゅう
・教

きょう
科
か
書
しょ
を作

つく
ろ

う（改
かい
訂
てい
版
ばん
）』の「れんしゅう編

へん
」をもとに、『児

じ
童
どう
・生

せい
徒
と
のための日

に
本
ほん
語
ご
わいわい活

かつ
動
どう
集
しゅう
』を作

さく
成
せい
しました。こ

の活
かつ
動
どう
集
しゅう
は、多

た
様
よう
化
か
する児

じ
童
どう
・生
せい
徒
と
の日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
を、より生

い
き生

い
きと楽

たの
しいものにすることを目

もく
的
てき
とし、全

ぜん
部
ぶ
で

105 の活
かつ
動
どう
を掲

けい
載
さい
しています。この活

かつ
動
どう
集
しゅう
の特
とく
徴
ちょう
と使
つか
い方

かた
をご紹

しょう
介
かい
します。

＜活
かつ
動
どう
集
しゅう
の特

とく
徴
ちょう
＞

①コミュニケーションが目
もく
標
ひょう

　児
じ
童
どう
・生

せい
徒
と
が日

に
本
ほん
語
ご
の知

ち
識
しき
を得

え
るだけでなく、日

に
本
ほん
語
ご
を使
つか
って、自

じ
分
ぶん
を表

ひょう
現
げん
したり、相

あい
手
て
を理

り
解
かい
したりするコ

ミュニケーションの体
たい
験
けん
ができるように活

かつ
動
どう
を考

かんが
えました。

②生
せい
徒
と
同
どう
士
し
、先

せん
生
せい
と生

せい
徒
と
のコミュニケーション

　真
しん
のコミュニケーションの体

たい
験
けん
を可

か
能
のう
にするために、先

せん
生
せい
が質

しつ
問
もん
し、その内

ない
容
よう
に生

せい
徒
と
が答

こた
えるという形

かたち
だけで

はなく、できるだけ、生
せい
徒
と
同
どう
士
し
、先

せん
生
せい
と生
せい
徒
と
が双
そう
方
ほう
向
こう
的
てき
に日

に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションができる活

かつ
動
どう
を取

と
り入

い
れ

ました。

③少
しょう
人
にん
数
ずう
でも可

か
能
のう
な活

かつ
動
どう

　取
と
り出

だ
し授

じゅ
業
ぎょう
など、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
が少

すく
ない場

ば
合
あい
や、先

せん
生
せい
と生

せい
徒
と
の二

ふた
人
り
だけでも可

か
能
のう
な活

かつ
動
どう
をできるだけ取

と
り上

あ
げま

した。

④練
れん
習
しゅう
の種

しゅ
類
るい
の多

た
様
よう
性
せい
を重

じゅう
視
し

　一
ひと
つひとつの活

かつ
動
どう
ができるだけ楽

たの
しくできるようにゲームの要

よう
素
そ
を取

と
り入

い
れたり、聴

ちょう
解
かい
、読
どっ
解
かい
、会

かい
話
わ
、作

さく
文
ぶん
な

どさまざまな技
ぎ
能
のう
を使

つか
う活

かつ
動
どう
や実
じっ
際
さい
のコミュニケーションに近

ちか
い活

かつ
動
どう
を取

と
り入

い
れたりしました。

⑤＜ワークシート＞などの表
ひょう
記
き
に配

はい
慮
りょ

　本
ほん
文
ぶん
中
ちゅう
の＜ワークシート＞や＜会

かい
話
わ
例
れい
＞などは、そのまま教

きょう
師
し
が生
せい
徒
と
に見

み
せることができるよう、使

し
用
よう
漢
かん
字
じ
に

は、全
すべ
て振

ふ
り仮

が
名
な
をつけました。ただし、活

かつ
動
どう
集
しゅう
ですので、活

かつ
動
どう
の内
ない
容
よう
や手

て
順
じゅん
の説
せつ
明
めい
は教

きょう
師
し
が読

よ
むことを想

そう
定
てい
し

た表
ひょう
記
き
になっています。

⑥＜会
かい
話
わ
例
れい
＞の文

ぶん
体
たい
や自

し
然
ぜん
さに配

はい
慮
りょ

　本
ほん
文
ぶん
中
ちゅう
の < 会

かい
話
わ
例
れい
＞＜インタビュー例

れい
＞＜発

はっ
表
ぴょう
例
れい
＞などは、基

き
本
ほん
的
てき
に丁

てい
寧
ねい
体
たい
のものを載

の
せましたが、後

こう
半
はん
の

B「総
そう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
」では、友

とも
達
だち
同
どう
士
し
の話

はな
し方

かた
なども載

の
せています。

Jido・Seito no Tame no Nihongo Waiwai Katsudoshu
Japanese Textbook for Children

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

のための
日
に

本
ほん

語
ご

わいわい活
かつ

動
どう

集
しゅう

著
ちょ
　　者

しゃ
： 国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい

センター

出
しゅっ
　版
ぱん
　社
しゃ
：スリーエーネットワーク

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
：2005 年

ねん
７月

がつ

ＩＳＢＮ：4-88319-357-8

判
はん
型
けい
・ページ数

すう
：Ｂ５判

ばん
275 ページ

定　　価：2,625 円
えん
（税

ぜい
込
こ
み）

そ　の　他
ほか
：ワークシート・CD１枚

まい
付
つき

JF日
に

本
ほん

語
ご

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

紹
しょう

介
かい

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か
専
せん
任
にん
講
こう
師
し
　久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ

（Fun Classroom Activities for the Child Learner of Japanese）
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＜活
かつ
動
どう
集
しゅう
の構

こう
成
せい
＞

　A「語
ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
の定

てい
着
ちゃく
をはかるための活

かつ
動
どう
」が 70 項

こう
目
もく
、B「総

そう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
」が 35 項

こう
目
もく
あります。A「語

ご
彙
い
や

文
ぶん
型
けい
の定

てい
着
ちゃく
をはかるための活

かつ
動
どう
」では、数

すう
字
じ
や動
どう
詞
し
の活

かつ
用
よう
形
けい
を覚

おぼ
えるためのビンゴゲームや、歌

うた
、イラストを利

り

用
よう
した文

ぶん
型
けい
練
れん
習
しゅう
、インフォメーションギャップを利

り
用
よう
した活

かつ
動
どう
、インタビュー活

かつ
動
どう
など様

さま
々
ざま
な形

かたち
の基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
が

載
の
っています。B「総

そう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
」では、Aで学

がく
習
しゅう
したことが応

おう
用
よう
できるようになっていて、「自

じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
」「健

けん
康
こう

チェック」など目
もく
的
てき
のある言

げん
語
ご
行
こう
動
どう
や、日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
に関
かん
する説

せつ
明
めい
や昔

むかし
話
ばなし
などの読

よ
み物
もの
、テーマをもとにディスカッ

ションするものなど、複
ふく
数
すう
の機

き
能
のう
を組

く
み合

あ
わせて課

か
題
だい
を達

たっ
成
せい
できるような活

かつ
動
どう
を集
あつ
めました。105 の活

かつ
動
どう
のうち、

30 の活
かつ
動
どう
は付

ふ
属
ぞく
CDを使

つか
って行

おこな
う活

かつ
動
どう
です。

＜各
かく
課
か
の構

こう
成
せい
＞

　36 課
か
を例

れい
に、課

か
の構

こう
成
せい
について説

せつ
明
めい
します。

　この活
かつ
動
どう
集
しゅう
を使
つか
って、少

しょう
人
にん
数
ずう
のクラスでも「わいわい」楽

たの
しい授

じゅ
業
ぎょう
が実
じつ
現
げん
することを心

こころ
から願

ねが
っています。お

使
つか
いになっての感

かん
想
そう
やご意

い
見
けん
をぜひお聞

き
かせください。（『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』編
へん
集
しゅう
部
ぶ
：jfnckt@jpf.go.jp）

活
かつ
動
どう
の内

ない
容
よう
：

この課
か
の活

かつ
動
どう
概
がい
要
よう
やねらいが書

か
い

てあります。

会
かい
話
わ
例
れい
（発

はっ
表
ぴょう
例
れい
、CDスクリプトなど）：

生
せい
徒
と
にそのまま見

み
せることができ

るよう、漢
かん
字
じ
や振

ふ
り仮

が
名
な
、文

も
字
じ
の

大
おお
きさなど配

はい
慮
りょ
しました。そのま

ま使
つか
うことができます。

バリエーション：

この課
か
の活

かつ
動
どう
の応

おう
用
よう
例
れい
を載

の
せまし

た。生
せい
徒
と
に合

あ
わせて利

り
用
よう
できます。

手
て
順
じゅん
：

活
かつ
動
どう
の手

て
順
じゅん
がわかりやすく書

か
いて

あります。

先
せん
生
せい
へ：

先
せん
生
せい
に参

さん
考
こう
にしてほしい情

じょう
報
ほう
や注

ちゅう

意
い
してほしい点

てん
が書

か
いてあります。

ワークシート（イラストなど）：

活
かつ
動
どう
に必

ひつ
要
よう
なワークシートやイラ

ストを生
せい
徒
と
が見

み
やすいように作

さく
成
せい

しました。
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◆ 日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
と文

ぶん
化
か
理
り
解
かい

　多
おお
くの国

くに
や地

ち
域
いき
で、外

がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
の目

もく
的
てき
のひとつに文

ぶん
化
か

理
り
解
かい
が挙

あ
げられるようになりました。外

がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
が異

い
文
ぶん

化
か
理
り
解
かい
や異

い
文
ぶん
化
か
間
かん
能
のう
力
りょく
の養

よう
成
せい
に役

やく
に立

た
つと考

かんが
えられてい

るからでしょう。そして、文
ぶん
化
か
の内

ない
容
よう
も、歌

か
舞
ぶ
伎
き
や茶

さ
道
どう

などの伝
でん
統
とう
的
てき
なものだけでなく、日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の中

なか
で見

み
られ

る習
しゅう
慣
かん
や行

こう
動
どう
様
よう
式
しき
、物

もの
の見

み
方
かた
や考

かんが
え方

かた
などを含

ふく
めて考

かんが
え

られるようになりました。

　外
がい
国
こく
語
ご
を学

まな
ぶとき、言

こと
葉
ば
と一

いっ
緒
しょ
に文

ぶん
化
か
も学

まな
んでいます。

たとえば、「いただく」や「いらっしゃる」という敬
けい
語
ご

が適
てき
切
せつ
に使

つか
えるようになるためには、これらの言

こと
葉
ば
の意

い

味
み
や使

つか
い方

かた
を知

し
っているだけでは不

ふ
十
じゅう
分
ぶん
です。適

てき
切
せつ
に使

つか

うために必
ひつ
要
よう
なのは言

こと
葉
ば
の知

ち
識
しき
だけではなく、言

こと
葉
ば
を使

つか

う場
ば
面
めん
の人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
や話

わ
題
だい
などを判

はん
断
だん
する能

のう
力
りょく
も含

ふく
まれま

す。人
にん
間
げん
関
かん
係
けい
の理

り
解
かい
や、どんな話

わ
題
だい
の時

とき
に敬

けい
語
ご
を使

つか
った

らいいのかを理
り
解
かい
することは、文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
です。

　外
がい
国
こく
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
では、言

こと
葉
ば
の学

がく
習
しゅう
を通

とお
して積

せっ
極
きょく
的
てき
にその

国
くに
の文

ぶん
化
か
に接

せっ
触
しょく
させることができます。異

い
文
ぶん
化
か
接
せっ
触
しょく
を通

とお

してさまざまな行
こう
動
どう
様
よう
式
しき
や価

か
値
ち
観
かん
があることに気

き
づかせ、

自
じ
分
ぶん
と異

こと
なる文

ぶん
化
か
を受

じゅ
容
よう
する姿

し
勢
せい
を育

そだ
てることを考

かんが
えた

いと思
おも
います。自

じ
分
ぶん
たちとの違

ちが
いを優

ゆう
劣
れつ
で評

ひょう
価
か
すること

がないように、また、珍
めずら
しい特

とく
別
べつ
なものだと片

かた
付
づ
けるこ

とがないように、自
じ
分
ぶん
たちの文

ぶん
化
か
と何

なに
が違

ちが
うのか、また、

共
きょう
通
つう
する部

ぶ
分
ぶん
は何

なに
かを考

かんが
える機

き
会
かい
を作

つく
るといいでしょう。

　違
ちが
って見

み
えるものに共

きょう
通
つう
点
てん
が見

み
つけられれば、親

した
しみ

を持
も
つことができます。同

おな
じように見

み
えるけれど細

こま
かく

見
み
ると違

ちが
っていることがわかったら、興

きょう
味
み
や関

かん
心
しん
を強

つよ
く

持
も
つことができるのではないでしょうか。

　異
い
文
ぶん
化
か
を理

り
解
かい
するための活

かつ
動
どう
を通

とお
して、複

ふく
数
すう
の視

し
点
てん
か

らものごとを見
み
る、すぐには理

り
解
かい
できないことに出

で
会
あ
っ

たときに少
すこ
し立

た
ち止

ど
まって考

かんが
える、といった力

ちから
をつけた

いですね。それが異
い
文
ぶん
化
か
間
かん
能
のう
力
りょく
の養

よう
成
せい
につながるのでは

ないでしょうか。

◆ 文
ぶん
型
けい
練
れん
習
しゅう
に文

ぶん
化
か
的
てき
要
よう
素
そ
を取

と
り込

こ
む

　文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
のための学

がく
習
しゅう
は、そのために特

とく
別
べつ
に時

じ
間
かん
を設

もう

けて扱
あつか
うこともできますが、普

ふ
段
だん
の言

げん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の時

じ
間
かん
に、

例
たと
えば文

ぶん
型
けい
などの練

れん
習
しゅう
をするときにも文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
を促

うなが
すこ

とができます。その例
れい
を紹

しょう
介
かい
します。

　 

　文
ぶん
型
けい
：（いつ）（人

ひと
）に（物

もの
）をあげます

目
もく
標
ひょう
： 自

じ
分
ぶん
や家

か
族
ぞく
、地

ち
域
いき
や国

くに
の一

いっ
般
ぱん
的
てき
な贈

おく
り物

もの
の習

しゅう
慣
かん
に

ついて話
はな
すことができる。

　　　 日
に
本
ほん
の贈

おく
り物

もの
の習

しゅう
慣
かん
について学

まな
び、自

じ
分
ぶん
たちの習

しゅう

慣
かん
と比

くら
べる。

活
かつ
動
どう
：

① 基
き
本
ほん
的
てき
な文

ぶん
型
けい
練
れん
習
しゅう
の後

あと
で、タスクシートＡを配

くば
る。

② まず一
ひと
人
り
でシートに記

き
入
にゅう
し、次

つぎ
にグループで報

ほう
告
こく
し合

あ

い、共
きょう
通
つう
点
てん
と相

そう
違
い
点
てん
があることを確

かく
認
にん
する。

③ さらに、クラス全
ぜん
体
たい
でグループの結

けっ
果
か
を報

ほう
告
こく
する。共

きょう

通
つう
するもの、個

こ
人
じん
によって違

ちが
いがあるものを確

かく
認
にん
する。

④ 日
に
本
ほん
の贈

おく
り物

もの
の習

しゅう
慣
かん
と比

ひ
較
かく
するために、教

きょう
師
し
が情

じょう
報
ほう
を

提
てい
供
きょう
する（タスクシートＢ）。このとき、すべての情

じょう

報
ほう
を記

き
入
にゅう
せず、教

きょう
師
し
のヒントを聞

き
いて穴

あな
埋
う
めができる

ようにしておいてもよい。そして、自
じ
分
ぶん
たちの習

しゅう
慣
かん
と

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
今
こん
回
かい
と次

じ
回
かい
の2回

かい
で、日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
にどの

ように文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
を取

と
り込

こ
むことができる

か、具
ぐ
体
たい
的
てき
な例

れい
を紹

しょう
介
かい
します。

いつ（どんなとき） だれに なにを

例
れい
）友
とも
だちの誕

たん
生
じょう
日
び

友
とも
だち カード

＜タスクシートＡ＞

テーマ 外
がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
に文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
を取

と
り込

こ
む

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　目
もく
的
てき

　　　 日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
に文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
が必

ひつ
要
よう
であることを知

し
る。

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

　　　初
しょ
級
きゅう
以
い
上
じょう

　クラスの人
にん
数
ずう

　　　何
なん
人
にん
でも

　　　 日
に
本
ほん
語
ご
と自

じ
国
こく
の文

ぶん
化
か
の共

きょう
通
つう
点
てん
と相

そう
違
い
点
てん
に気

き
づく。

　　　 異
い
文
ぶん
化
か
に対

たい
応
おう
できる力

ちから
（異

い
文
ぶん
化
か
間
かん
能
のう
力
りょく
）を育

そだ
てる。
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の共
きょう
通
つう
点
てん
と相

そう
違
い
点
てん
について、考

かんが
えを述

の
べ合

あ
う。学

がく
習
しゅう
者
しゃ

のレベルによっては、この部
ぶ
分
ぶん
を母

ぼ
語
ご
で行

おこな
ってもよい。

◆ 会
かい
話
わ
に表

あらわ
れる日

に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
に気

き
づく

　日
に
本
ほん
人
じん
に「また来

き
てくださいね」と言

い
われて、数

すう
日
じつ
後
ご
、

訪
ほう
問
もん
したら驚

おどろ
かれてしまった、という話

はなし
があるように、

会
かい
話
わ
の中

なか
に、それぞれの文

ぶん
化
か
の習

しゅう
慣
かん
や価

か
値
ち
観
かん
が表

あらわ
れるこ

とがあります。日
に
本
ほん
語
ご
で話

はな
すときは、外

がい
国
こく
人
じん
でも日

に
本
ほん
の

言
げん
語
ご
習
しゅう
慣
かん
で話

はな
さなければならないわけではありません。

しかし、日
に
本
ほん
人
じん
の言

げん
動
どう
を理

り
解
かい
し、日

に
本
ほん
人
じん
と円

えん
滑
かつ
なコミュ

ニケーションをするためには、このような言
げん
語
ご
習
しゅう
慣
かん
を理

り

解
かい
し、使

つか
えるようにしておいたほうがいいでしょう。

　ここではほめられたときの答
こた
え方

かた
を例

れい
にみてみましょ

う。

＜ほめる／謙
けん
遜
そん
する＞

Ａ：Ｂさんは絵
え
が上

じょう
手
ず
ですね。

Ｂ：いいえ、それほどでもありません。

目
もく
標
ひょう
： 相

あい
手
て
のことをほめることができる／ほめられたと

きに謙
けん
遜
そん
して答

こた
えることができる。

　　　 会
かい
話
わ
の中

なか
にも文

ぶん
化
か
によって違

ちが
う習

しゅう
慣
かん
があることを

知
し
り、日

に
本
ほん
の習

しゅう
慣
かん
と自

じ
分
ぶん
たちの習

しゅう
慣
かん
を比

くら
べる。

活
かつ
動
どう
：

① イラストを見
み
ながら、Ａ、Ｂに入

はい
る言

こと
葉
ば
を日

に
本
ほん
語
ご
また

は母
ぼ
語
ご
で考

かんが
える。「～が上

じょう
手
ず
です」の文

ぶん
型
けい
の導

どう
入
にゅう
がま

だの時
とき
は、導

どう
入
にゅう
・練

れん
習
しゅう
をする。

② Ｂの「いいえ、それほどでもありません。」の意
い
味
み
を

確
かく
認
にん
し、このような答

こた
え方

かた
を母

ぼ
語
ご
でもするか、すると

したらどんな時
とき
か考

かんが
える。

③ その他
ほか
の自

じ
分
ぶん
がほめられる例

れい
、自

じ
分
ぶん
の家

か
族
ぞく
についてほ

められる例
れい
を出

だ
し、自

じ
国
こく
の表

ひょう
現
げん
と比

くら
べる。

Ａ：Ｂさんは日
に
本
ほん
語
ご
が上

じょう
手
ず
ですね。

Ｂ：いいえ、まだまだです。

　

Ａ：（Ｂさんの）お嬢
じょう
さん、ピアノがお上

じょう
手
ず
ですね。

Ｂ：いいえ、とんでもない。

④ さまざまな事
こと
柄
がら
についてほめる、謙

けん
遜
そん
して答

こた
える練

れん
習
しゅう

をする。

⑤ 「自
じ
慢
まん
すること」「謙

けん
遜
そん
すること」について、自

じ
分
ぶん
は

どう思
おも
うか、他

ほか
の人

ひと
はどう思

おも
うか、考

かんが
えを述

の
べ合

あ
う。

⑥ 日
に
本
ほん
人
じん
とのコミュニケーションで、このような場

ば
面
めん
に

なったらどうするか、考
かんが
えを述

の
べ合

あ
う。

留
りゅう
意
い
点
てん
：

・ 日
に
本
ほん
人
じん
は必

かなら
ず謙

けん
遜
そん
する ､自

じ
慢
まん
しない、という一

いっ
般
ぱん
論
ろん
に

ならないように気
き
をつける。

・ 同
おな
じ文

ぶん
化
か
の人

ひと
でも、考

かんが
えや行

こう
動
どう
に違

ちが
いがあることを認

みと

める。

・ 日
に
本
ほん
人
じん
と日

に
本
ほん
語
ご
で話

はな
す場

ば
合
あい
は、日

に
本
ほん
人
じん
の言

げん
語
ご
習
しゅう
慣
かん
に合

あ
わ

せなければならないという考
かんが
えにならないよう注

ちゅう
意
い
する。

　この「ほめる／謙
けん
遜
そん
する」の言

げん
語
ご
習
しゅう
慣
かん
が自

じ
国
こく
のものと

よく似
に
ている場

ば
合
あい
は、違

ちが
いについてことさら取

と
り上

あ
げる

必
ひつ
要
よう
はありません。文

ぶん
化
か
差
さ
が現

あらわ
れやすいものとしては、

依
い
頼
らい
や誘

さそ
いに対

たい
する断

ことわ
り、反

はん
対
たい
意
い
見
けん
の言

い
い方

かた
、電

でん
話
わ
での

会
かい
話
わ
、挨

あい
拶
さつ
の表

ひょう
現
げん
、話

わ
題
だい
の選

せん
択
たく
などがあります。みなさ

んの学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に合

あ
わせて文

ぶん
化
か
差
さ
を考

かんが
えることができる会

かい
話
わ

練
れん
習
しゅう
をしてみてください。

いつ（どんなとき） だれに なにを

１月
がつ
１
つい
日
たち
（正

しょう
月
がつ
） 子

こ
どもたち お年

とし
玉
だま
（お金

かね
）

２月
がつ
14 日

か

（バレンタインデー）

好
す
きな男

おとこ
の子

こ
チョコレート

お見
み
舞
まい
い 病

びょう
気
き
／けがをした

人
ひと

花
はな
、お菓

か
子
し
、

果
くだ
物
もの
、など

母
はは
の日

ひ

（５月
がつ
第
だい
二
に
日
にち
曜
よう
日
び
）

母
はは

赤
あか
いカーネーショ

ン

＜タスクシートＢ＞日
に
本
ほん
の贈

おく
り物

もの
の習

しゅう
慣
かん

B
A

イラスト：「みんなの教
きょう
材
ざい
サイト」より

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

「海
かい
外
がい
の初

しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
における日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
と〈文

ぶん
化
か
リテラ

シー〉」『21 世
せい
紀
き
の『日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
』』3号

ごう
（2001）矢

や
部
べ
まゆみ

“Standards for Foreign Language Learning in the 21st 

Century”（1999） National Standards in Foreign 

Language Education Project

http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/kunibetsu/

syllabus/pdf/sy_honyaku_9-1usa.pdf

http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/kunibetsu/

/syllabus/pdf/sy_honyaku_9-2USA.pdf

『文
ぶん
化
か
を取

と
り入

い
れた日

に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
アイデアコンテスト

作
さく
品
ひん
集
しゅう
』第
だい
1～3回

かい
（1997～2000）国

こく
際
さい
文
ぶん
化
か
フォーラム

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：阿

あ
部
べ
洋
よう
子
こ
、中
なか
村
むら
雅
まさ
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

　　　　　　　　　　　読
どく
者
しゃ
の皆

みな
さんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/kunibetsu/syllabus/pdf/sy_honyaku_9-1usa.pdf
http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/kunibetsu//syllabus/pdf/sy_honyaku_9-2USA.pdf
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日
に
本
ほん
語
ご
指
し
導
どう
と教

きょう
科
か
・総

そう
合
ごう
的
てき
学
がく
習
しゅう
の連

れん
係
けい
のために

外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

の「教
きょう

科
か

と日
に

本
ほん

語
ご

」シリーズ

　このシリーズは、文
もん
部
ぶ
科
か
学
がく
省
しょう
のプロジェク

ト「学
がっ
校
こう
におけるJSLカリキュラムの開

かい
発
はつ
（小

しょう

学
がっ
校
こう
編
へん
）」の考

かんが
え方

かた
と実

じっ
践
せん
例
れい
をまとめたもので

す。日
に
本
ほん
語
ご
を第

だい
二
に
言
げん
語
ご
（Japanese as a Second 

Language）として学
まな
んでいる子

こ
どもたちが学

がっ
校
こう

の教
きょう
科
か
学
がく
習
しゅう
に日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って参

さん
加
か
できるよう

に支
し
援
えん
することを目

め
指
ざ
しています。日

に
本
ほん
語
ご
が

苦
にが
手
て
な子

こ
どもたちのために「調

しら
べる」「観

かん
察
さつ
する」

「比
くら
べる」などの活

かつ
動
どう
をどのように授

じゅ
業
ぎょう
の中
なか
に組

く

み込
こ
んでいけばいいかが、解

かい
説
せつ
やＱ＆Ａ、活

かつ

動
どう
例
れい
などを通

とお
して具

ぐ
体
たい
的
てき
に説

せつ
明
めい
されています。

「解
かい
説
せつ
編
へん
」と「JSL国

こく
語
ご
科
か
」「JSL算

さん
数
すう
科
か
」「JSL理

り
科
か
」

「JSL社
しゃ
会
かい
科
か
」、計

けい
５冊

さつ
からなっています。

▽２つのカリキュラム

　JSLカリキュラムは２つの異
こと
なるタイプのカ

リキュラムからなっています。

　「トピック型
がた
」カリキュラムは、教

きょう
科
か
学
がく
習
しゅう
の基

き

本
ほん
となる活

かつ
動
どう
に参

さん
加
か
する力

ちから
を高
たか
めることを目

め
指
ざ

しています。子
こ
どもたちの興

きょう
味
み
関
かん
心
しん
に合

あ
わせて

トピックを設
せっ
定
てい
し、自

じ
分
ぶん
の「体

たい
験
けん
」を日

に
本
ほん
語
ご
で表

ひょう

現
げん
し、それを出

しゅっ
発
ぱつ
点
てん
にして他

ほか
の子

こ
どもたちや教

きょう

師
し
とともに「探

たん
求
きゅう
」を進

すす
め、その成

せい
果
か
を日

に
本
ほん
語
ご
で

「発
はっ
信
しん
」するという流

なが
れで授

じゅ
業
ぎょう
を組

く
み立

た
てること

を提
てい
案
あん
しています。

　「教
きょう
科
か
志
し
向
こう
型
がた
」カリキュラムは、各

かく
教
きょう
科
か
の学

がく
習
しゅう

に日
に
本
ほん
語
ご
で参
さん
加
か
できる力

ちから
を育

いく
成
せい
することを目

め
指
ざ

しています。教
きょう
室
しつ
の学
がく
習
しゅう
では、「比

ひ
較
かく
する」「分

ぶん

類
るい
する」「推

すい
測
そく
する」「関

かん
連
れん
付
づ
ける」「統

とう
合
ごう
する」な

どのような「思
し
考
こう
を支

ささ
えることばの力

ちから
」が重

じゅう
要
よう
な

要
よう
素
そ
になります。「書

か
きことば」の力

ちから
を高
たか
めてい

くことも大
たい
切
せつ
です。各

かく
教
きょう
科
か
に特
とく
有
ゆう
の学

がく
習
しゅう
の仕

し
方
かた

に慣
な
れることも必

ひつ
要
よう
です。「教

きょう
科
か
志
し
向
こう
型
がた
」では、

子
こ
どもたちが各

かく
教
きょう
科
か
の典

てん
型
けい
的
てき
な学

がく
習
しゅう
の流
なが
れを実

じっ

際
さい
に経
けい
験
けん
することを基

き
本
ほん
構
こう
造
ぞう
としています。

▽海
かい
外
がい
の教

きょう
室
しつ
で

　「トピック型
がた
」カリキュラムの活

かつ
動
どう
例
れい
は、海

かい
外
がい

の、特
とく
に初
しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
で「内

ない
容
よう
重
じゅう
視
し
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

育
いく
」を考

かんが
えたい場

ば
合
あい
のヒントになります。「教

きょう
科
か

志
し
向
こう
型
がた
」カリキュラムの活

かつ
動
どう
例
れい
は、教

きょう
師
し
と子

こ
ども

のやりとりの例
れい
も示

しめ
されており、海

かい
外
がい
のイマー

ジョン・クラスや補
ほ
習
しゅう
校
こう
の授

じゅ
業
ぎょう
でも活

かつ
用
よう
できる

でしょう。教
きょう
科
か
の枠
わく
を超

こ
え、いろいろな教

きょう
科
か
の要

よう
素
そ

を盛
も
り込

こ
んだ統

とう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
を組

く
み立

た
てることも

できます。活
かつ
動
どう
例
れい
ごとのワークシート・教

きょう
材
ざい
例
れい
は、

拡
かく
大
だい
コピーをすれば、そのまま活

かつ
用
よう
できるもの

が多
おお
く、まさに実

じっ
践
せん
のためのリソースが詰

つ
まっ

た本
ほん
と言

い
えます。（「JSL算

さん
数
すう
科
か
」と（「JSL社

しゃ
会
かい

科
か
」のワークシートをサンプルとしてあげまし

た。見
み
てください）

●データ●

　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん

ばこ
Bookshelf： Introduction of New Titles

「JSL 社
しゃ
会
かい
科
か
」67ページ 「JSL 算

さん
数
すう
科
か
」87ページ

※データ凡
はん
例
れい
　z著

ちょ
者
しゃ
　x出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
　c刊

かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
　vISBN　b判

はん
型
けい
・ページ数

すう
　n定

てい
価
か
　mその他

た

z国
こく
語
ご
：今
いま
澤
ざわ
　悌

やすし
、齋
さい
藤
とう
ひろみ、池

いけ
上
がみ
摩
ま
希
き
子
こ
、

算
さん
数
すう
：池
いけ
上
がみ
摩
ま
希
き
子
こ
、理

り
科
か
：大
おお
蔵
くら
守
もり
久
ひさ
、社
しゃ
会
かい
：齋

さい

藤
とう
ひろみ、解

かい
説
せつ
：佐
さい
藤
とう
郡
ぐん
衛
えい
、齋

さい
藤
とう
ひろみ、高

たか
木
ぎ

光
こう
太
た
郎
ろう
　xスリーエーネットワーク（〒101-0064  

東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3（松

しょう
栄
えい
ビル）） 

TEL.03-3292-5751  FAX.03-3292-6195  URL. 

http://www.3anet.co.jp  c国
こく
語
ご
2005年

ねん
10月

がつ
2
はつ
0

日
か
、他
ほか
2005年

ねん
4月
がつ
2
はつ
0日
か
　v4-88319-以

い
下
か
　国

こく
語
ご

341-1 、算
さん
数
すう
342-X　理

り
科
か
343-8　社

しゃ
会
かい
344-6 

解
かい
説
せつ
340-3　b全

すべ
てB5判

ばん
　国

こく
語
ご
：157 、算

さん
数
すう

135 、理
り
科
か
129 、社

しゃ
会
かい
150 、解

かい
説
せつ
168ページ　

n解
かい
説
せつ
1,575円

えん
　他
ほか
各
かく
1,890円

えん

http://www.3anet.co.jp/
http://www.3anet.co.jp/
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　簡
かん
単
たん
な会

かい
話
わ
はできるが、「自

じ
分
ぶん
が興

きょう
味
み
を持

も
っ

ていることについて詳
くわ
しく説

せつ
明
めい
できる」または

「楽
たの
しく会

かい
話
わ
を続

つづ
けられる」ようになりたいなど

と思
おも
っている人

ひと
は多

おお
いと思

おも
います。本

ほん
書
しょ
はその

ような人
ひと
が話

はな
す技

ぎ
術
じゅつ
を学
まな
ぶための教

きょう
材
ざい
です。こ

の教
きょう
材
ざい
は、ACTFL-OPI（全

ぜん
米
べい
外
がい
国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
協
きょう
会
かい

‐口
こう
頭
とう
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
インタビュー試

し
験
けん
）の言

げん
語
ご
運
うん

用
よう
能
のう
力
りょく
基
き
準
じゅん
を参

さん
考
こう
にして、上

じょう
級
きゅう
話
わ
者
しゃ
となるため

の目
もく
標
ひょう
を「個

こ
人
じん
的
てき
、一

いっ
般
ぱん
的
てき
な話

わ
題
だい
について詳

しょう
細
さい

な説
せつ
明
めい
、描

びょう
写
しゃ
、叙
じょ
述
じゅつ
ができること」としています。

そして、具
ぐ
体
たい
的
てき
な目

もく
標
ひょう
を明

めい
示
じ
して意

い
識
しき
化
か
し、話

はな
す

練
れん
習
しゅう
を順

じゅん
に重

かさ
ねていくことにより、中

ちゅう
級
きゅう
話
わ
者
しゃ
が

上
じょう
級
きゅう
話
わ
者
しゃ
へと力

ちから
を伸

の
ばすことを目

め
指
ざ
しています。

　教
きょう
材
ざい
は12課

か
から構

こう
成
せい
され、課

か
のタイトル「な

くした体
たい
験
けん
を話

はな
そう」「動

うご
きの順

じゅん
序
じょ
を説

せつ
明
めい
しよ

う」「ストーリーを話
はな
そう」などが示

しめ
すように、

各
かく
課
か
にコミュニケーション上

じょう
の目

もく
標
ひょう
を掲
かか
げてい

ます。

　各
かく
課
か
の構
こう
成
せい
を10課

か
「最
さい
近
きん
の出

で
来
き
事
ごと
を話

はな
そう」を

例
れい
に見

み
てみましょう。はじめに、課

か
の目
もく
標
ひょう
とし

て①コミュニケ―ションの機
き
能
のう
上
じょう
の目

もく
標
ひょう
：「出

で

来
き
事
ごと
をわかりやすく伝

つた
える」②

ストラテジー・談
だん
話
わ
構
こう
成
せい
・文

ぶん

法
ぽう
上
じょう
の目

もく
標
ひょう
：「引

いん
用
よう
を効

こう
果
か
的
てき
に

使
つか
う」③コミュニケーションの

人
にん
間
げん
関
かん
係
けい
上
じょう
の目

もく
標
ひょう
：「感

かん
情
じょう
を生

い

き生
い
きと伝

つた
えて共

きょう
感
かん
を得

え
る」の

３種
しゅ
の目

もく
標
ひょう
が示

しめ
されます。そし

て、「さあ始
はじ
めよう！」で最

さい
近
きん
の

出
で
来
き
事
ごと
を思

おも
い出

だ
させ、次

つぎ
に「何

なに

をどんな順
じゅん
序
じょ
で」で出

で
来
き
事
ごと
をわ

かりやすく伝
つた
えるための談

だん
話
わ
構
こう

成
せい
を意

い
識
しき
させます。続

つづ
く「STEP

１」では「どん

なことばで」

で話
はな
し方

かた
に

変
へん
化
か
を付

つ
ける

方
ほう
法
ほう
を学

まな
び、

「やってみよう」で、実
じっ
際
さい
に話
はな
す練
れん
習
しゅう
をします。

「STEP２」でも同
どう
様
よう
に練
れん
習
しゅう
を重

かさ
ねます。

　巻
かん
末
まつ
に資

し
料
りょう
集
しゅう
と解

かい
答
とう
例
れい
が付

つ
いています。 

●データ●
z荻

おぎ
原
わら
稚
ち
佳
か
子
こ
、増

ます
田
だ
眞
ま
佐
さ
子
こ
、齊

さい
藤
とう
眞
ま
理
り
子
こ
、伊

い

藤
とう
とく美

み
　xスリーエーネットワーク（P.11

のデータ参
さん
照
しょう
）  c2005年

ねん
7月
がつ
29日

にち
  v4-88319- 

355-1　bB5判
ばん
107ページ　n2,310円

えん
　m別

べっ

冊
さつ
：活
かつ
動
どう
資
し
料
りょう
集
しゅう
、解
かい
答
とう
例
れい
付
つき

　この教
きょう
材
ざい
は、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
実
じっ
習
しゅう
を受

う
ける／受

う
け

ている人
ひと
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
について、より多

おお
くの知

ち

識
しき
を吸

きゅう
収
しゅう
したい人

ひと
、自

じ
分
ぶん
の教

おし
え方
かた
を向

こう
上
じょう
させる

ヒントがほしい人
ひと
、自

じ
分
ぶん
の教

おし
え方
かた
をみつめなお

してみたい人
ひと
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の新
あら
たなトレンドに

ついて学
まな
んでみたい人

ひと
を読

どく
者
しゃ
として想

そう
定
てい
してい

ます。

　上
じょう
・下

げ
２巻

かん
に分

わ
かれ、上

じょう
巻
かん
の序
じょ
章
しょう
、第
だい
１章

しょう
では、

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
としてまず自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の学

がく
習
しゅう
観
かん
や教

きょう

育
いく
観
かん
を振

ふ
り返

かえ
り、教

きょう
師
し
としてどのような姿

し
勢
せい
で

学
まな
び、成

せい
長
ちょう
していくべきなのか考

かんが
えさせる内

ない
容
よう

となっています。その後
ご
、教

きょう
材
ざい
の分
ぶん
析
せき
や教

きょう
案
あん
検
けん

討
とう
、日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
の実

じっ
際
さい
（４技

ぎ
能
のう
の指

し
導
どう
：理

り
論
ろん
と

実
じっ
践
せん
、発

はつ
音
おん
指
し
導
どう
、導

どう
入
にゅう
と文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
）、教

きょう
材
ざい
・教

きょう

具
ぐ
・教

きょう
育
いく
機
き
器
き
、教

きょう
室
しつ
内
ない
のインターアクションな

ど、授
じゅ
業
ぎょう
を準

じゅん
備
び
し、実

じっ
践
せん
する上

うえ
で必
ひつ
要
よう
な技

ぎ
術
じゅつ
や

考
かんが
え方
かた
について具

ぐ
体
たい
的
てき
に触

ふ
れられています。第

だい

５章
しょう
（最

さい
終
しゅう
章
しょう
）では、再

ふたた
び教

きょう
師
し
の姿

し
勢
せい
を問

もん
題
だい
にし、

教
きょう
師
し
の「成

せい
長
ちょう
モデル」を提

てい
示
じ
し、「化

か
石
せき
化
か
教
きょう
師
し
」に

ならないためのアドバイスが載
の
っています。

　著
ちょ
者
しゃ
自
じ
身
しん
も述

の
べているように、この本

ほん
では、

「評
ひょう
価
か
」と「中

ちゅう
・上

じょう
級
きゅう
の教
おし
え方
かた
」は取

と
り上

あ
げられて

いませんが、それ以
い
外
がい
のトピックに関

かん
しては広

こう

範
はん
囲
い
に網

もう
羅
ら
的
てき
に取

と
り上

あ
げられています。また、

決
けっ
して技

ぎ
術
じゅつ
や知

ち
識
しき
を与
あた
えることだけが目

もく
的
てき
では

なく、それを使
つか
って教

きょう
師
し
は何

なに
をするのか、教

きょう
師
し

の役
やく
割
わり
はいったい何

なん
な

のかを常
つね
に問

と
いかける

内
ない
容
よう
になっています。

文
も
字
じ
通
どお
り「成

せい
長
ちょう
する」教

きょう

師
し
になることが目

め
指
ざ
さ

れていると言
い
えるでし

ょう。

　この本
ほん
では、著

ちょ
者
しゃ
両
りょう

名
めい
がJohnとPaulとして

登
とう
場
じょう
し、問

もん
答
どう
形
けい
式
しき
で話

はなし

が進
すす
められるユニーク

な構
こう
成
せい
になっています。

著
ちょ
者
しゃ
両
りょう
名
めい
の楽

たの
しい会

かい
話
わ

を読
よ
み進
すす
めるうちに、自

し
然
ぜん
に一
ひと
つの考

かんが
え方
かた
にと

らわれることなく、様
さま
々
ざま
な考

かんが
えがあることが理

り

解
かい
できるようになっています。

　また、豊
ほう
富
ふ
な参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
がリストアップされて

いますので、さらに勉
べん
強
きょう
を進

すす
めたい人

ひと
にとって

も有
ゆう
益
えき
です。

●データ●
z川

かわ
口
ぐち
義
よし
一
かず
、横

よこ
溝
みぞ
紳
しん
一
いち
郎
ろう
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しょ
房
ぼう
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112-0002 東
とう
京
きょう
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と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ
5-21-5） TEL. 

03-5684-6871 FAX.03-5684-6872  URL.http://

www.hituzi.co.jp  c上
じょう
下
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巻
かん
とも2005年

ねん
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21

日
にち
  v上

じょう
4-89476-251-X 、下
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4-89476-252-8  b

上
じょう
A5判

ばん
296ページ、下

げ
A5判

ばん
328ページ　n各

かく

2,940円
えん

詳
くわ
しい説

せつ
明
めい
、描

びょう
写
しゃ
、叙

じょ
述
じゅつ
ができるようになるために

『日
に

本
ほん

語
ご

 上
じょう

級
きゅう

話
わ

者
しゃ

への道
みち

―きちんと伝
つた

える技
ぎ

術
じゅつ

と表
ひょう

現
げん

―』

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の広

ひろ
く、奥

おく
深
ぶか
く、楽

たの
しい世

せ
界
かい
を紹

しょう
介
かい

『成
せい

長
ちょう

する教
きょう

師
し

のための日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

ガイドブック』（上
じょう

）（下
げ

）

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 174-175（下
げ
巻
かん
）

P80 P81
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13

　「ゴロゴロ」「ピーピー」「チントンシャン」、こ

れらの言
こと
葉
ば
は日

に
本
ほん
語
ご
で何
なに
を表

あらわ
しているのでしょ

う。「ゴロゴロ」は雷
かみなり
の鳴

な
る音

おと
で、「ピーピー」は

携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
の着

ちゃく
信
しん
音
おん
、そして「チントンシャン」は

三
しゃ
味
み
線
せん
の音

おと
を表

あらわ
しています。日

に
本
ほん
語
ご
はこのよう

な擬
ぎ
音
おん
語
ご
の豊

ほう
富
ふ
な言

げん
語
ご
です。

　本
ほん
教
きょう
材
ざい
は上

じょう
記
き
のような日

に
本
ほん
の日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の中

なか
の

サウンドも扱
あつか
っているのが特

とく
徴
ちょう
と言

い
えるでしょ

う。日
に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとってもこのような擬

ぎ
音
おん

語
ご
を知

し
ることによって、日

に
本
ほん
語
ご
の表

ひょう
現
げん
力
りょく
をより

豊
ゆた
かにすることができます。

　本
ほん
教
きょう
材
ざい
は中

ちゅう
級
きゅう
レベルの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
をの

ばすために作
つく
られ、次

つぎ
の三
みっ
つの部

ぶ
分
ぶん
で構
こう
成
せい
され

ています。Ⅰ「男
だん
女
じょ
の会

かい
話
わ
」、Ⅱ「暮

く
らしの中

なか
の

サウンド」、Ⅲ「街
まち
角
かど
インタビュー」。

　Ⅰでは、「写
しゃ
真
しん
」「結

けっ
婚
こん
」「忘

わす
れ物

もの
」など日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ

でよく出
で
てくる14の話

わ
題
だい
をとりあげています。

自
し
然
ぜん
な話
はな
しことばをマスターすると同

どう
時
じ
に、男

だん

性
せい
と女
じょ
性
せい
の話

はな
し方
かた
の違
ちが
いや会

かい
話
わ
文
ぶん
の特

とく
徴
ちょう
（省

しょう
略
りゃく
、

順
じゅん
番
ばん
の変
へん
化
か
、縮

しゅく
約
やく
形
けい
など）を理

り
解
かい
することもで

きます。

　Ⅱは、あるまとまった文
ぶん
章
しょう
を聞

き
いて理

り
解
かい
する

ための勉
べん
強
きょう
です。「ウグイス」「鈴

すず
虫
むし
」「雷
かみなり
」など14

の自
し
然
ぜん
の音

おと
や鳴

な
き声

ごえ
のテー

マを扱
あつか
っているので、日

に
本
ほん

の自
し
然
ぜん
や社

しゃ
会
かい
、文

ぶん
化
か
を理

り
解
かい

することにも役
やく
立
だ
つでしょ

う。

　Ⅲでは、老
ろう
若
にゃく
男
なん
女
にょ
、いろ

いろな人
ひと
の実

じっ
際
さい
の話

はな
し方

かた
を

勉
べん
強
きょう
することができます。

また、インタビューの形
けい
式
しき

なので、いろいろなインタ

ビューの答
こた
えを通

とお
して、日

に

本
ほん
人
じん
の考

かんが
え方

かた
を知

し
ることも

できるでしょ

う。

　各
かく
話
わ
題
だい
はす

べてタスク形
けい

式
しき
です。教

きょう
材
ざい

付
ふ
属
ぞく
のCDを

聞
き
きながら質

しつ
問
もん
に答

こた
えるタスクや言

い
い換

か
え練

れん
習
しゅう

のタスクが中
ちゅう
心
しん
です。Ⅰでは、イラストも多

おお
く

使
つか
われているため、イラストからも答

こた
えのヒン

トが得
え
られるでしょう。

　巻
かん
末
まつ
に解

かい
答
とう
例
れい
やスクリプトがついています。

●データ●

　皆
みな
さんは学

がく
習
しゅう
者
しゃ
として次

つぎ
のような経

けい
験
けん
をした

ことがないでしょうか。ちょっと難
むずか
しいテキス

トを渡
わた
されて授

じゅ
業
ぎょう
の中

なか
で読

よ
まなければならない。

内
ない
容
よう
を理

り
解
かい
できるかどうか自

じ
信
しん
が無

な
い。独

ひと
りで

読
よ
み進

すす
めるのは不

ふ
安
あん
だ。ところが、クラスメー

トと分
わ
からないところをお互

たが
いに説

せつ
明
めい
し合

あ
いな

がら読
よ
むと、だんだん内

ない
容
よう
がはっきりと読

よ
み取

と

れるようになる。独
ひと
りで読

よ
むよりも楽

たの
しくて、

知
ち
識
しき
が増

ふ
えたような感

かん
じがする…

　そのような経
けい
験
けん
がある人

ひと
にも無

な
い人

ひと
にも、著

ちょ

者
しゃ
は、仲

なか
間
ま
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
との対

たい
話
わ
を通

とお
して文

ぶん
章
しょう
を読

よ

む活
かつ
動
どう
「ピア・リーディング」を提

てい
案
あん
しています。

「ピア」とは「仲
なか
間
ま
」のことです。

　話
はな
す力

ちから
を伸

の
ばすためには人

ひと
と会

かい
話
わ
をすること

が大
たい
切
せつ
だということは簡

かん
単
たん
に分

わ
かるかもしれま

せんが、「読
よ
む」という個

こ
人
じん
的
てき
な作

さ
業
ぎょう
を、なぜ仲

なか

間
ま
との協

きょう
働
どう
作
さ
業
ぎょう
にすることが効

こう
果
か
的
てき
な学

がく
習
しゅう
にな

るのでしょうか。

　著
ちょ
者
しゃ
はこの疑

ぎ
問
もん
に答

こた
えるために、次

つぎ
のように

本
ほん
書
しょ
を構
こう
成
せい
しています。第

だい
一
いっ
章
しょう
；「読

よ
むこと」と

はどのような活
かつ
動
どう
なのかを先

せん
行
こう
研
けん
究
きゅう
の成

せい
果
か
から

まとめる。第
だい
二
に
章
しょう
；読

よ
むことに優

すぐ
れた日

に
本
ほん
語
ご
学
がく

習
しゅう
者
しゃ
は、独

ひと
りで読

よ
む場

ば
合
あい
でも、自

じ
分
ぶん
が持

も
ってい

る知
ち
識
しき
をもとに、自

じ
問
もん
自
じ
答
とう
を繰

く
り返

かえ
しながら読

よ

んでいることを明
あき
らかにする。第

だい
三
さん
章
しょう
；二

に
章
しょう
ま

でで明
あき
らかになった

ことを元
もと
にした実

じっ
践
せん

の報
ほう
告
こく
。つまり、学

がく

習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
が助

たす
け合

あ
い、

対
たい
話
わ
をしながら読

どっ
解
かい

をするピア・リーディングの具
ぐ
体
たい
的
てき
な方

ほう
法
ほう
と効

こう

果
か
を述

の
べる。

　この本
ほん
を読

よ
むときも、仲

なか
間
ま
の先
せん
生
せい
達
たち
と一
いっ
緒
しょ
に、

興
きょう
味
み
のあるところからピア・リーディングする

ことを勧
すす
めます。読

どっ
解
かい
の授

じゅ
業
ぎょう
で悩

なや
んでいる現

げん
場
ば

の教
きょう
師
し
には、力

ちから
強
づよ
いヒントが得

え
られるでしょう。

●データ●
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練
れん
習
しゅう
を重

かさ
ねて自

し
然
ぜん
な日

に
本
ほん
語
ご
を身

み
につけよう

『日
に

本
ほん

語
ご

中
ちゅう

級
きゅう

からのスキルバランス　ワークブック』

読
どっ
解
かい
授
じゅ
業
ぎょう
に仲

なか
間
ま
との協

きょう
働
どう
学
がく
習
しゅう
を取

と
り入

い
れてみよう

『ひとりで読
よ

むことからピア・リーディングへ－日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の読
どっ

解
かい

過
か

程
てい

と対
たい

話
わ

的
てき

協
きょう

働
どう

学
がく

習
しゅう

』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 62 P. 63

目
もく
次
じ
 ix 目

もく
次
じ
 x 目

もく
次
じ
 xi 目

もく
次
じ
 xii

P.11 ～ 13 は国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の以

い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
専
せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

木
き
谷
たに
直
なお
之
ゆき
、向
むか
井
い
園
その
子
こ
、久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ
、王
おうおう
　崇
すうすう
梁
りょうりょう
、長
なが
坂
さか
水
み
晶
あき
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）

http://www.bonjinsha.com/
http://www.ua-book.or.jp/
http://www.press.tokai.ac.jp/
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第　

回

このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語
の先生方のために、日本語学・日本語教育の研究につい
て情報をおとどけしています。今回のテーマは〔コミュ
ニケーションのための日本語教育文法〕です。

１．日本語教育文法は絶対的なものではない

　日本語教育で使われる文法はほぼ決まっていて、それ

に従って教えなければならないと思っている人が多いよ

うです。たとえば、テ形は初級前半で教えるとか、受身

は初級後半で教えるといった「常識」です。

　しかし、これまでの日本語教育文法は、文の構造だけ

が重視され、実際のコミュニケーションはあまり重視さ

れなかった時代に考えられたものです。

　日本語でのコミュニケーションがうまくできるように

という目的のためには、これまでの教育文法とは違う文

法が必要になってきます。これまでの文法を絶対的なも

のとは思わないで、たとえば次のような方法で、コミュ

ニケーションのための新しい文法を考えてみましょう。

２．日本語教科書の不要な文法項目を洗い出す

　日本語教科書を使っていて、「こんな文法項目を教え

る必要があるのだろうか」と思ったことはありませんか。

そこから出発するのも一つの方法です。

　たとえば、初級教科書で、「書け」のような「命令形」

や、「書けば」のような「バ形（条件形）」を教えるもの

があります。そのようなものを見たとき、「これは必要

なのだろうか」と疑問に思い、「初級では要らないので

はないか」と考えてほしいということです。

　さらに、「なぜこの初級教科書では命令形やバ形を教

えることにしているのか」も考えてほしいと思います。

その答えは、「動詞の活用形を全部出したい。つまり、

Ｉグループ動詞（五段動詞）では、「書け」や「書けば」

のようにエ段（この場合は「け」）を使う活用形も出し

たいから」ということになるのではないかと思います。

これは、日本語の構造をすべて教えたいからであって、

コミュニケーションに必要だからではないということで

す。そこを見抜いてほしいわけです。

３．日本語教科書に必要な文法項目を見つける

　一方、コミュニケーションに必要なのに、これまで取

り上げられてこなかった文法項目もたくさんあります。

　たとえば、誘いを受けたときの断りかたです。先輩か

ら食事に誘われたとします。「ありがとうございます。

でも、今晩は行けません。バイトがありますから」とい

うように、構造的に整っている文で答えるのがよいでし

ょうか。「うーん、ちょっとー、バイトでー」というよ

うに、構造的に整っていない文で答えるほうが、むしろ

相手によい印象を与える場合も多いでしょう。

　断るときは、文の構造より、言いよどむような話しか

たや、「ちょっと」のようなことばが大きな役割を果た

します。これまでは、このようなことは文の構造とは関

係ないとして切り捨てられてきましたが、コミュニケー

ションのためには大事な文法項目です。

４．母語話者の言語使用を観察する

　それでは、コミュニケーションに不要な文法項目や必

要な文法項目はどうしたら見つけられるでしょうか。考

えられるのは、次の３つです。

　　（1） 母語話者の言語使用の観察

　　（2） 既習の文法項目の習得状況の調査

　　（3） 相手の感情を害する誤用例の発見

　まず、（1）の「母語話者の言語使用の観察」ですが、

たとえば、初級教科書の初めに出てくる「～じゃありま

せん」という文型で考えてみましょう。

　母語話者の言語使用を観察すると、話しことばでは、

フォーマルなときに「～ではありません」が使われるほ

かは、「～じゃないです」がよく使われることがわかる

はずです。「～じゃありません」はあまり使われません。

　また、「～ようです」や伝聞の「～そうです」も、話

しことばではあまり使われないことがわかるはずです。

コミュニケーションのための日本語教育文法
　大阪府立大学人間社会学部教授　野田　尚史
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日本語・日本語教育を研究する

５．既習の文法項目の習得状況を調べる

　文法項目の必要性を考えるために、既習の文法項目が

どれくらい習得できているかを調べるのも有効です。

　たとえば、初級で受身を習った人たちが、中級になっ

て、どれくらい受身を使っているかを調べるということ

です。調べてみると、話すときも書くときも、ほとんど

受身は使われていないという結果になると思います。

　そのような結果が出た場合、「初級段階で苦労して受

身を教えてもムダだ」ということがわかります。そして、

「初級では受身を使って話したり書いたりできるように

しなくてよい」と割り切れるようになるはずです。

６．相手の感情を害する誤用例を探す

　コミュニケーションに必要だけれどこれまで扱われて

こなかった文法項目を見つけるには、誤用例を探すのが

よいでしょう。特に相手の感情を害するようなものです。

　これまでの誤用例研究は、「映画館の前に待っていま

す」の格助詞の誤用など、文の構造にかかわるものが中

心でした。しかし、そうした誤用は、相手の感情を害す

ることはないため、それほど重視する必要はありません。

　それより、「これ、いいですね」に対して「それ、い

いですよ」と答える終助詞の誤用など、文の構造よりコ

ミュニケーションにかかわるものを重視するべきです。

「それ、いいですよ」と答えた人は、相手の言うことに

同意して、「いい」ということを強調するために「よ」

を使ったのでしょう。しかし、それを聞いた相手は、「私

が最初に言ったことを無視して、自分が最初に考えたよ

うに言っている」と思い、不快に感じるかもしれません。

７．コミュニケーションに必要な文法を追究する

　コミュニケーションに必要な文法を考えるときに大事

なことは、抽象的な文法を考えるのではなく、具体的に

役に立つ文法項目を一つひとつ見つけていくことです。

　そのためには、「聞く」「話す」「読む」「書く」という

４つのコミュニケーション活動を分けて考えることが必

要です。うまく話すための文法項目と、うまく読むため

の文法項目は、大きく違うからです。

　たとえば、中級ぐらいのレベルでは、「～すればする

ほど」という表現は理解できたほうがよいでしょうが、

使える必要はないでしょう。使おうとすると、「食べれ

ば食べるほどお腹がいっぱいになりました」のような誤

用が出てきて大変ですが、意味がわかるだけなら簡単で

す。

８．これまでの教育活動を振り返る

　これまでの日本語教育では、「聞く」「話す」「読む」「書

く」のどの教育活動でも、主な目的は文型や語彙の定着

だったと考えられます。初級では特にそうです。

　たとえば、「聞く」活動と「読む」活動では、最初に

未習の文型や語彙を教え、「すべての文型や語彙がわか

るはず」という状態にしてから、聞かせたり読ませたり

することが多かったと思います。聞いたものや読んだも

のがすべて理解できるような教育をしていたわけです。

　しかし、実際のコミュニケーションではそんな状況は

ありません。これまでの教育活動は、構造中心のこれま

での日本語教育文法に対応したものであって、コミュニ

ケーションを目的としたものではなかったと言えます。

９．これからの教育活動を検討する

　コミュニケーションを目的にすると、「聞く」「話す」「読

む」「書く」の教育活動はどうあるべきでしょうか。

　「聞く」活動と「読む」活動では、日本語の音声や文

字から必要な情報を読み取ることを中心にするべきです。

わからない表現や語彙があったときに、推測したり、辞

書を調べたり、無視したりする技術が重要になってきま

す。これからの日本語教育文法は、そのような技術に対

応したものにしていかなければなりません。

　また、「話す」活動と「書く」活動では、何かの目的を

達成するために、音声や文字で表現することを中心にす

るべきです。だれにどんな目的で話すのか指定しないで

自己紹介をさせたり、だれにどんな目的で書くのかわか

らない「私の国」のような作文を書かせても、コミュニ

ケーション能力はつきません。これからの日本語教育文

法は、「頼む」や「誘う」といった目的を持った談話や文

章を作るのに役立つものにしていかなければなりません。

● コミュニケーションのための日本語教育文法について

さらに詳しく知るには：

　  野田尚史 (編 )『コミュニケーションのための日本語教

育文法』くろしお出版、2005.

●  これまでの日本語教科書の問題点を分析する参考に：

　  新屋映子・姫野伴子・守屋三千代『日本語教科書の落

とし穴』アルク、1999.

●  コミュニケーション上の問題点を考える参考に：

　   任栄哲・井出里咲子『箸とチョッカラク ――ことばと

文化の日韓比較』大修館書店、2004．

コミュニケーションのための日本語教育
文法に関する基本的な参考文献
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　今
こん
回
かい
と次

じ
回
かい
は、助

じょ
詞
し
「は」と「が」について考

かんが
えます。

では、まず、次
つぎ
のａとｂの違

ちが
いについて考

かんが
えてみてくだ

さい。

（1）ａ．お金
かね
がない。

　　ｂ．お金
かね
はない。

　皆
みな
さんは２つの文

ぶん
の違

ちが
いを考

かんが
えるとき、まず何

なに
から考

かんが

えますか。「は」「が」などの文
ぶん
法
ぽう
的
てき
な働

はたら
きですか。それ

とも、自
じ
分
ぶん
の感

かん
じるニュアンスの違

ちが
いですか。

　皆
みな
さんが２つの文

ぶん
（語

ご
も同

おな
じです）の違

ちが
いを考

かんが
えると

きは、文
ぶん
法
ぽう
的
てき
な分

ぶん
析
せき
はしないで、まず、その文

ぶん
がどんな

場
ば
面
めん
・状

じょう
況
きょう
で使

つか
われるか、いつ使

つか
われるのかを考

かんが
えてく

ださい。

　（1）の２つの文
ぶん
はどんな状

じょう
況
きょう
・場

ば
面
めん
で使

つか
うでしょうか。

　例
たと
えば、あなたがレストランで食

しょく
事
じ
をして、さ

あ、お金
かね
を払

はら
おうとしたとき、財

さい
布
ふ
の中

なか
をのぞいたら

…no money!!…　そんなときあなたはどう言
い
いますか。

　そうです。「お金
かね
がない」です。こういう場

ば
合
あい
は「お

金
かね
はない」は使

つか
いません。

　実
じっ
際
さい
の会

かい
話
わ
では次

つぎ
のようになるでしょう。場

ば
所
しょ
は「レ

ストラン」、登
とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
Ａは会

かい
社
しゃ
員
いん
・男

おとこ
、Ｂは会

かい
社
しゃ
員
いん
・女

おんな
で、

知
ち
人
じん
同
どう
士
し
です。

【会
かい
話
わ
】Ａ：おいしかったですね。そろそろ出

で
ましょうか。

　　　　Ｂ：ええ、出
で
ましょう。

　　　　Ａ：（レジで）私
わたし
が払

はら
いますよ。大

だい
丈
じょう
夫
ぶ
ですよ。

　　　　Ｂ：そうですか。すみません。

　　　　Ａ：あ、……。どうしよう。

　　　　Ｂ：どうしたんですか。

　　　　Ａ：すいません、お金
かね
がないんです。

　　　　　　……

　　　　Ｂ：大
だい
丈
じょう
夫
ぶ
です。私

わたし
が払

はら
いますよ。

　ここで文
ぶん
法
ぽう
として言

い
えることは、「が」は「発

はっ
見
けん
」「報

ほう

告
こく
」の働

はたら
きをもつということです。この会

かい
話
わ
では、お金

かね

がないことを発
はっ
見
けん
して、それを聞

き
き手

て
に報

ほう
告
こく
しています。

　子
こ
供
ども
のことばには次

つぎ
のように「が」がよく現

あらわ
れます。

（2）お兄
にい
ちゃんがとった。

（3）大
だい
ちゃんがたたいた。

　子
こ
供
ども
は「が」を使

つか
うことが多

おお
いようです。「が」を

使
つか
って親

おや
に報

ほう
告
こく
したり、訴

うった
えたりすることが多

おお
いからで

しょう。

　では、次
つぎ
に「お金

かね
はない。」はいつ使

つか
うか、具

ぐ
体
たい
的
てき
な

会
かい
話
わ
を考

かんが
えてみましょう。

　場
ば
所
しょ
は「家

いえ
の中

なか
」、登

とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
Ａは息

むす
子
こ
・高

こう
校
こう
生
せい
、Ｂは

その母
はは
親
おや
です。

【会
かい
話
わ
】Ａ：お母

かあ
さん、お金

かね
貸
か
して。

　　　　Ｂ：お金
かね
？　何

なに
するの。

　　　　Ａ：いろいろ…。

　　　　Ｂ： だめよ。お金
かね
はないの。あなたもわかってる

でしょう。

　
　　　Ａ：う～ん、でも。

　　　　Ｂ：だめと言
い
ったらだめです。

Enjoy Japanese Grammer !!

「は」と「が」（1）

Grammar studied in the past

文
ぶんぶん

法
ぽうぽう

を 楽
たのたの

し く !!!!文
ぶん

法
ぽう

を 楽
たの

し く !!

通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
： 「は」と「が」、他

た
動
どう
詞
し
・自

じ
動
どう
詞
し
、受

うけ
身
み
、やりもらい、～てきた、～ていく、

～ている、～てある、～ために、～ように、～たら、～と
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　ここでは、｢ お金
かね
｣ は、話

はな
し手

て
と聞

き
き手

て
にとっての

「共
きょう
通
つう
の話

わ
題
だい
」になっています。そして、「は」は「共

きょう
通
つう

の話
わ
題
だい
」つまり、「主

しゅ
題
だい
」「トピック」を表

あらわ
しています。

　「何
なに
／誰

だれ
がどうする」「何

なに
／誰

だれ
がどんなだ」などにおけ

る「何
なに
／誰

だれ
」に当

あ
たる部

ぶ
分
ぶん
を主

しゅ
語
ご
と言

い
います。｢お金

かね
が

ない ｣の「お金
かね
が」、「お兄

にい
ちゃんがとった」「大

だい
ちゃん

がたたいた」の「お兄
にい
ちゃんが」｢大

だい
ちゃんが ｣は主

しゅ
語
ご

になります。「お金
かね
はない」の「お金

かね
は」は、主

しゅ
語
ご
が共

きょう

通
つう
の話

わ
題
だい
となって主

しゅ
題
だい
（トピック）になったものです。

　では、次
つぎ
の２文

ぶん
はどうでしょうか。どういう場

ば
面
めん
・状

じょう

況
きょう
で使

つか
われるでしょうか。

　i か ii の適
てき
切
せつ
なほうを（　）に入

い
れてください。（答

こたえ
は

このページのどこかにあります）

練
れん
習
しゅう
１：ａ．これがいい。（　　　）

　　　　ｂ．これはいい。（　　　）

i  　友
とも
達
だち
からおみやげに携

けい
帯
たい
電
でん
話
わ
のストラップをもらい

ました。小
ちい
さいライトも付

つ
いています。それを見

み
て、

あなたは何
なん
と言

い
いますか。

ii   友
とも
達
だち
がおみやげにキーホルダーを買

か
ってきてくれま

した。赤
あか
、青

あお
、黄

き
色
いろ
と３種

しゅ
類
るい
あるので、その中

なか
から一

ひと

つ選
えら
ぶように言

い
われました。あなたは何

なん
と言

い
いますか。

　「が」は「発
はっ
見
けん
」「報

ほう
告
こく
」のほかに、「主

しゅ
語
ご
を選

えら
ぶ」と

いう働
はたら
きがあります。練

れん
習
しゅう
１のａは「赤

あか
･青
あお
･黄
き
色
いろ
」のキー

ホルダーの中
なか
から、「これ」と言

い
って一

ひと
つ選

えら
んだことに

なります。ｂは携
けい
帯
たい
のストラップが共

きょう
通
つう
の主

しゅ
題
だい
（トピッ

ク）になって、それについて話
はな
し手

て
が感

かん
想
そう
を言

い
っています。

練
れん
習
しゅう
２：ａ．空

そら
が青

あお
い。（　　　）

　　　　ｂ．空
そら
は青

あお
い。（　　　）

i  　今
きょう
日はとてもいい天

てん
気
き
です。あなたは散

さん
歩
ぽ
に出

で
かけ

ました。ふと空
そら
を見

み
上
あ
げたあなたは、

　　「あー、　　　　　　　なあ。」と言
い
いました。

ii 　愛
あい
ちゃんが絵

え
を描

か
いています。山

やま
と花

はな
と太

たい
陽
よう
の絵

え
で

す。愛
あい
ちゃんは山

やま
を緑

みどり
に、花

はな
を赤

あか
に、太

たい
陽
よう
を黄

き
色
いろ
に塗

ぬ

りました。そして、空
そら
を茶

ちゃ
色
いろ
に塗

ぬ
ろうとしたとき、お

母
かあ
さんが言

い
いました。「愛

あい
ちゃん、　　　　　　 のよ。」

　練
れん
習
しゅう
２ａの「が」は、｢お金

かね
がない ｣ と同

おな
じく、「発

はっ

見
けん
」の働

はたら
きをしています。ｂは、「空

そら
」という主

しゅ
題
だい
（トピッ

ク）について、母
はは
親
おや
が説

せつ
明
めい
をしています。「は」を使

つか
っ

て説
せつ
明
めい
するときは、「そらは青

あお
い（ものだ）」というよう

に、一
いっ
般
ぱん
的
てき
なことや、そのもののもつ性

せい
質
しつ
･状
じょう
態
たい
を述

の
べ

ることが多
おお
いです。

　では、ここで、今
こん
回
かい
出
で
てきた「は」と「が」について

まとめてみましょう。

「は」１．主
しゅ
題
だい
（トピック）を表

あらわ
す。

　　　　　例
れい
： 私

わたし
はリーと申

もう
します。どうぞよろしく

お願
ねが
いします。

　　　　　　　お金
かね
はありません。

　　　２．一
いっ
般
ぱん
的
てき
なこと、そのものの性

せい
質
しつ
・状

じょう
態
たい
を表

あらわ
す。

　　　　　例
れい
： 空

そら
は青

あお
い。地

ち
球
きゅう
は丸

まる
い。人

にん
間
げん
は死

し
ぬもの

だ。彼
かの
女
じょ
は美

うつく
しい。

「が」１．主
しゅ
語
ご
を表

あらわ
す。

　　　　　例
れい
：公

こう
園
えん
で子

こ
どもが遊

あそ
んでいる。

　　　２．発
はっ
見
けん
・報

ほう
告
こく
を表

あらわ
す。

　　　　　例
れい
： 地

じ
震
しん
が起

お
きた。バスが来

き
た。お金

かね
がない。

空
そら
が青

あお
い。

　　　３． 主
しゅ
語
ご
を選

えら
ぶ。  

　　　　　例
れい
：Ａ：どれがいいですか。

　　　　　　　Ｂ：これ／それ／あれがいいです。

　　　　　例
れい
：Ａ：きょうは誰

だれ
が発

はっ
表
ぴょう
するんですか。

　　　　　　　Ｂ：山
やま
田
だ
さん／あなた／私

わたし
が発

はっ
表
ぴょう
します。

　３の例
れい
のＡは「どれ」「誰

だれ
」という疑

ぎ
問
もん
詞
し
を使

つか
ってい

ます。疑
ぎ
問
もん
詞
し
が主

しゅ
語
ご
のときは、助

じょ
詞
し
は「が」が使

つか
われます。

　

　では、次
じ
回
かい
までの宿

しゅく
題
だい
です。１のａとｂはどう違

ちが
うか

を考
かんが
えながら、文

ぶん
を完

かん
成
せい
させてください。そして、２の

ａとｂはどんなときに使
つか
うか考

かんが
えてください。

宿
しゅく
題
だい

１．ａ．林
はやし
さんが帰

かえ
るとき、　　　　　　　　　　　　。

　　ｂ．林
はやし
さんは帰

かえ
るとき、　　　　　　　　　　　　。

２．ａ．今
きょう
日は友

とも
達
だち
と東

とう
京
きょう
へ行

い
くつもりです。

　　ｂ．友
とも
達
だち
と東

とう
京
きょう
へ今

きょう
日は行

い
くつもりです。

文
ぶん
法
ぽう
を楽
たの
しく !!

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市
いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。

｢ヤスコの日
に
本
ほん
語
ご
ハウス ｣という個

こ
人
じん
のホームページを開

ひら
いています。英

えい
語
ご
の翻
ほん
訳
やく
も付

つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう
してください。

ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

市
いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（2005）『初

しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイント』スリーエー

ネットワーク

松
まつ
岡
おか
弘
ひろし
監
かん
修
しゅう
（2000）『初

しょ
級
きゅう
を教

おし
える人

ひと
のための日

に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
ハンドブッ

ク』 スリーエーネットワーク

　答
こたえ
　練
れん
習
しゅう
１ａ（ ii ）ｂ（ ｉ ）　練

れん
習
しゅう
２ａ（ ｉ ）ｂ（ ii ）　　

http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htm
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Thoughts equals Actions（Chikogoitsu）：Using Japanese to turn ideas into reality.
Working in Japanese

語
ご
学
がく
以
い
外
がい
の専

せん
門
もん
分
ぶん
野
や
で日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って

仕
し
事
ごと
をしている外

がい
国
こく
人
じん
を紹

しょう
介
かい
する

第
だい
4 回

かい

知
ち

行
こう

合
ごう

一
いつ

：日
に

本
ほん

語
ご

を活
い

かし、考
かんが

えを実
じつ

現
げん

する

桝
ます
一
いち
市
いち
村
むら
酒
しゅ
造
ぞう
場
じょう
・取
とり
締
しまり
役
やく
。1994年

ねん
入
にゅう
社
しゃ
。96年

ねん

には　酒
ざけ
師
し
の認

にん
定
てい
を受

う
け、本

ほん
格
かく
的
てき
に桝

ます
一
いち
の再

さい

構
こう
築
ちく
に取

と
り組

く
む。古

ふる
い酒

さか
蔵
ぐら
を大

だい
改
かい
造
ぞう
したレス

トラン「蔵
くら
部
ぶ
」や文

ぶん
化
か
サロン「小

お
布
ぶ
施
せ
ッション」

をプロデュースし、「小
お
布
ぶ
施
せ
見
み
に（ミニ）マラ

ソン」を企
き
画
かく
運
うん
営
えい
するなど小

お
布
ぶ
施
せ
の町

まち
起
お
こし

にも貢
こう
献
けん
。アメリカ・ペンシルベニア州

しゅう
出
しゅっ
身
しん
。

ウェブサイト（HTML）では、より詳
しょう
細
さい
な

内
ない
容
よう
の記

き
事
じ
を掲

けい
載
さい
しています。

セーラ・マリ・カミングス (Sarah Marie Cummings) さん

きき

Ｑ１： 来
らい
日
にち
してから現

げん
在
ざい
の仕

し
事
ごと
にいたる

までの経
けい
緯
い
を教

おし
えてください。

　ペンシルベニアの大
だい
学
がく
で日

に
本
ほん
語
ご
を学
まな
ん

だのち、１年
ねん
間
かん
の交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
生
せい
として関

かん
西
さい

外
がい
国
こく
語
ご
大
だい
学
がく
に入

にゅう
学
がく
しました。日

に
本
ほん
に対
たい
す

る最
さい
初
しょ
の興

きょう
味
み
を抱
いだ
いたのは小

しょう
学
がく
生
せい
のとき

です。日
に
本
ほん
について学

まな
ぶ授

じゅ
業
ぎょう
で、日

に
本
ほん
独
どく

自
じ
の掛

か
け軸
じく
や屏

びょう
風
ぶ
、書

しょ
道
どう
などを見

み
て、そ

のエキゾチックな雰
ふん
囲
い
気
き
に憧

あこが
れを抱

いだ
きま

した。93年
ねん
、長

なが
野
の
で働

はたら
きませんかという

誘
さそ
いを受

う
けて、長

なが
野
の
へやってきました。

その後
ご
、新
あら
たな縁

えん
あっていまの会

かい
社
しゃ
であ

る「桝
ます
一
いち
市
いち
村
むら
酒
しゅ
造
ぞう
場
じょう
」に入

にゅう
社
しゃ
し、会

かい
社
しゃ
再
さい
構
こう

築
ちく
の仕

し
事
ごと
に取

と
り組

く
むことになったのです。

　桝
ます
一
いち
は、300年

ねん
近
ちか
い歴

れき
史
し
をもつ日

に
本
ほん
酒
しゅ

酒
しゅ
造
ぞう
会
がい
社
しゃ
です。そこには、古

ふる
くから受

う
け

継
つ
がれてきた造

つく
り酒
ざか
屋
や
としての専

せん
門
もん
技
ぎ
術
じゅつ

や職
しょく
人
にん
たちの精

せい
神
しん
、蔵

くら
や日

に
本
ほん
家
か
屋
おく
の美

うつく
し

さ、機
き
能
のう
性
せい
が詰

つ
まっていました。私

わたし
は会
かい

社
しゃ
から「あなたの外

がい
国
こく
人
じん
としての価

か
値
ち
観
かん

や目
め
線
せん
で桝
ます
一
いち
を見

み
て、変

へん
だと思

おも
うことが

あったら教
おし
えてほしい」と言

い
われ、桝

ます
一
いち

の歴
れき
史
し
をもっと大

だい
事
じ
にする必

ひつ
要
よう
がある、

と痛
つう
感
かん
したのです。小

しょう
学
がく
生
せい
のころから憧

あこが

れてきた日
に
本
ほん
独
どく
自
じ
のシンプルで美

うつく
しい生

せい

活
かつ
や、先

せん
人
じん
たちの知

ち
恵
え
を21世

せい
紀
き
に引

ひ
き継

つ

ぎ、進
しん
化
か
した形

かたち
で生

い
かすことが重

じゅう
要
よう
だと

考
かんが
え、それを会

かい
社
しゃ
に訴

うった
えてきました。古

ふる

い酒
さか
蔵
ぐら
の風

ふう
合
あ
いを生

い
かしたレストラン

「蔵
くら
部
ぶ
」はその実

じつ
現
げん
例
れい
のひとつです。現

げん

在
ざい
は、2006年

ねん
にオープンするゲストハウ

ス「桝
ます
一
いち
客
きゃく
殿
でん
」の準

じゅん
備
び
や、「桶

おけ
仕
じ
込
こ
み保

ほ

存
ぞん
会
かい
」の法

ほう
人
じん
化
か
などに携

たずさ
わっています。

桶
おけ
仕
じ
込
こ
みとは昔

むかし
の酒
さか
屋
や
が用

もち
いていた技

ぎ
術
じゅつ

です。これを復
ふっ
活
かつ
させようと呼

よ
びかけた

ら、30社
しゃ
以
い
上
じょう
の企

き
業
ぎょう
が賛
さん
同
どう
してくれまし

た。伝
でん
統
とう
技
ぎ
術
じゅつ
の継
けい
承
しょう
が、確

かく
実
じつ
に収

しゅう
入
にゅう
に結
むす

びつくような仕
し
組
く
みも作

つく
りたいのです。

Ｑ２： 日
に
本
ほん
語
ご
はどのようにして学

まな
んでき

ましたか？

　交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
生
せい
として来

らい
日
にち
した当

とう
初
しょ
は、ま

わりの人
ひと
の言
こと
葉
ば
を聞

き
き取

と
ることもできま

せんでした。もっと勉
べん
強
きょう
しなくちゃ、で

も楽
たの
しく勉

べん
強
きょう
しないと続

つづ
かないと思

おも
い、

カラオケに行
い
って日

に
本
ほん
語
ご
の歌
うた
を歌
うた
ったり、

落
らく
語
ご
や漫
まん
才
ざい
を自

じ
己
こ
流
りゅう
で覚
おぼ
えたりしてみた

のです。当
とう
時
じ
はお金

かね
もない学

がく
生
せい
だったけ

ど、ユーモアがあれば楽
たの
しみながら生

い
き

ていける、そう思
おも
ったんです。さらに、

日
に
本
ほん
人
じん
が面
おも
白
しろ
いと感

かん
じることを理

り
解
かい
でき

るようになりたかった。それがわかれば、

背
はい
景
けい
にある社

しゃ
会
かい
的
てき
な状

じょう
況
きょう
も見

み
えてくるは

ずだと考
かんが
えていたんです。ほかには、こ

とわざ事
じ
典
てん
を買

か
ってきて暗

あん
記
き
しました。

まわりに慣
な
れなくて落

お
ち込

こ
んでいた気

き
分
ぶん

を励
はげ
ます材

ざい
料
りょう
になりましたよ。また、こ

とわざは、伝
つた
えきれずにいた自

じ
分
ぶん
の気

き
持
も

ちをピタッと代
だい
弁
べん
してくれて、思

おも
いが通

つう

じ合
あ
ったこともありました。

　１年
ねん
間
かん
の交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
終
しゅう
了
りょう
後
ご
、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく

試
し
験
けん
の２級

きゅう
に合
ごう
格
かく
しました。日

に
本
ほん
で働

はたら
く

なら、最
さい
低
てい
限
げん
それくらいは必

ひつ
要
よう
だと思

おも
っ

たんです。その後
ご
、社

しゃ
会
かい
人
じん
として働

はたら
き始
はじ

めると、いろいろな価
か
値
ち
観
かん
、いろいろな

立
たち
場
ば
の人

ひと
と話

はな
す必

ひつ
要
よう
が出

で
てきますよね。

そうした状
じょう
況
きょう
も日

に
本
ほん
語
ご
の鍛
たん
錬
れん
になったと

思
おも
います。とくに、桝

ます
一
いち
のある小

お
布
ぶ
施
せ
町
まち

に来
き
てからは、造

つく
り酒

ざか
屋
や
の職

しょく
人
にん
はもちろ

ん、お寺
てら
の住

じゅう
職
しょく
や着

き
付
つ
けの先

せん
生
せい
、建
けん
築
ちく
家
か

やアーティストなど、さまざまな人
ひと
と触

ふ

れ合
あ
うことになりました。小

お
布
ぶ
施
せ
と深
ふか
い

関
かか
わりのある葛

かつ
飾
しか
北
ほく
斎
さい
について専

せん
門
もん
家
か
の

かたから教
おそ
わったのも貴

き
重
ちょう
な体

たい
験
けん
です。

就
しゅう
職
しょく
してからは、日

に
本
ほん
語
ご
の勉
べん
強
きょう
のための

勉
べん
強
きょう
はしていませんが、日

にち
常
じょう
的
てき
に多
おお
くの

人
ひと
から学

まな
んできたと思

おも
います。

Ｑ３： 日
に
本
ほん
語
ご
の面
おも
白
しろ
さとは何

なん
だと思

おも
いま

すか？

　最
さい
近
きん
、一
いち
番
ばん
好
す
きな言

こと
葉
ば
は「知

ち
行
こう
合
ごう
一
いつ
」。

考
かんが
えと行

こう
動
どう
はひとつのものであるべきで

ある、という意
い
味
み
です。知

し
っているのに

行
こう
動
どう
を起

お
こさないのは知

し
ったことになら

ないし、行
こう
動
どう
に移
うつ
すのは知

し
るということ

を完
かん
全
ぜん
な形

かたち
にすることですから。こうし

た昔
むかし
から伝

つた
わる価

か
値
ち
観
かん
や信
しん
念
ねん
を表

あらわ
す言
こと
葉
ば

を知
し
ると、現

げん
代
だい
に生

い
きる私

わたし
たちも刺

し
激
げき
を

受
う
けますよね。強

つよ
いインスピレーション

を受
う
けて、頑

がん
張
ば
る意

い
欲
よく
が湧

わ
いてきます。

　漢
かん
字
じ
という、昔

むかし
からある文

ぶん
化
か
も面
おも
白
しろ
い

ですね。形
かたち
を見

み
て、すぐにパッと感

かん
じる

ことがある。イメージが伝
つた
わりやすい。

漢
かん
字
じ
を覚
おぼ
えることによって、より多

おお
くの

ことを連
れん
想
そう
できるようにもなったと思

おも
い

ます。たくさんの素
す
敵
てき
な言
こと
葉
ば
が日

に
本
ほん
には

ある、それを知
し
ることも面

おも
白
しろ
いです。




